
１．施策の概要
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市民満足度の分析

【満足度30.3%】
・年代別で最も高いのは20歳台で47.8%、続いて40歳台で37.0％である。一方で最も低いのは60歳台で27.2％で
あった。
・昨年度と比較すると、全体では13.1ポイント減少しているものの、熟年世代(45～64歳)では9.7ポイント減少
にとどまっている。

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、新給食センターの整備などの進捗に課題があるものの、中学校給食配膳室の拡充等設
計委託は計画通りに進めることができている。

【施策指標】
・「持続可能な中学校給食の運用開始に必要な整備達成率」については目標未達成である。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「１．中学校の全員給食の実施」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「２．給食提供体制の整備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

子どもの安全な学習環境
16_09 子どもの健やかな身体の

育成

関心・期待度・ニーズが高い

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『子ども
の安全な学習
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 16_09 子
どもの健やか
な身体の育
成』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

30.3% 5.3% 64.4%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

48.8％

施策満足度

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、できるだけ早期に中学校全員給食が実施できるよう公募等の内容や
今後の進め方等についての検証を進めていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「総合文化芸術センター及び生涯学習市民センターにおけるWi-Fi接続数」は目標を達成したものの、「総合
文化芸術センター及び生涯学習市民センターにおけるデジタルサイネージ利用数」は、設置から1年が経過し目
新しさがなくなったことから利用が大幅に減少した。

市民満足度の分析

【満足度20.7%】
・年代別では、19歳以下が最も高く、53.8%である。最も低いのは、70歳台で15.7%であった。
・昨年度と比較すると全体では、15.0ポイント減少したものの、子育て世代(25～44歳)は6.8ポイントの減少にと
どまった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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取り組みには紐づかない施策指標
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施策の分析

・「１．生涯学習交流センターの充実」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．デジタルを活用した学びや生きがいづくりの促進」の関心・期待度・ニーズは高いものの、取組満足度は平均的である。

生きがいを持って学び続けられる環
境が整っている

17_01 生涯学習の推進 

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

20.7% 11.6% 67.7%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

46.4％

※回答数／全体数1,762
※満足しているの定義は、「感じている」
「やや感じている」を選択した人で、
 不満があるの定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『防災体
制が整ってい
る』に紐づく
全取り組み⇒
青丸●

上記のうち施
策シート
『01_02 防
災意識の向
上』に紐づく
取り組み⇒赤
ダイヤ◆
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、引き続き、生涯学習の機会の提供等の取り組みを行う。
・「２．デジタルを活用した学びや生きがいづくりの促進」については、引き続き情報発信を強化していく。

施策評価員による評価

・生涯学習機会の充実はもとより、デジタル活用の推進が必要ではないか。単なる発信ではなく利用者との双方向
の利活用を考えるべきではないか。
・コロナ禍のような社会情勢が大きく変わる場合にはやむを得ないが、本来は、目標値を変更するのは望ましくな
いようにも思う。
・高齢者世代の満足度が他世代より低い要因を早急に分析すべきである。
・市の催しをコンテンツ化しオンデマンドで提供できれば、子育て世代なども自宅から情報を受け取れるようにな
り、活用の幅が広がるのではないか。
・若い世代と高齢世代で発信方法を分けるべきではないか。デジタル活用への関心の高さを満足度向上に繋げる工
夫が必要ではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・「図書館サービスに係る利用満足度」、「読書相談、レファレンスサービス受付件数」、「ICタグシステムの
導入館（室）数累計」、「実利用者数」「図書館貸出冊数（個人・団体）」、「図書館来館者数」については、
目標を達成している。
・「市駅前図書館サービスに対する満足度」、「点字・録音図書貸出タイトル数」、「電子図書館利用者への
webアンケートによる利用者満足度」については、未達成だが、目標値には近づいている。
・「インターネット経由の予約受付件数」、「児童書の個人貸出冊数全館合計」、「学校や保育所・幼稚園等へ
の団体貸出冊数」については未達成である。

市民満足度の分析

【満足度20.7%】
・年代別では、19歳以下が最も高く、53.8％である。最も低いのは、70歳台で15.7%であった。
・昨年度と比較すると全体では、15.0ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）は9.4ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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施策の分析

・「１．図書受け取りロッカーの設置」「４．図書館資料の充実」「５．電子図書館の利用促進」「６．子ども読書の推進」の関心・期待度・ニー
ズと取組満足度はともに平均的である。
・「２．ICタグシステムや読書履歴情報の提供サービスの導入」、「３．自動車文庫の運営」、「７．障害者の読書支援」の関心・期待度・ニーズ
と取組満足度はともに低い。

生きがいを持って学び続けられる環境
17_02 図書館運営・機能の充実 

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

20.7% 11.6% 67.7%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

46.4％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『生きが
いを持って学
び続けられる
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 17_02 図
書館運営・機
能の充実』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、利用者ニーズを踏まえたサービスの実施やコンテンツの充実を図るとともに、幅広く
届けるための効果的な情報発信に取り組んでいく。
特に、「電子図書館の利用促進」については、アンケートで読みたい電子図書がないことが回答者の８割を占めた
ことから、引き続きニーズ把握に基づいた選書による、満足度向上に向け、取り組んでいく。
・幼児期、児童期の読書習慣は、言語能力や情報活用能力の育成につながることから、子ども読書の推進やター
ゲットに対する取り組みをより進めていく。

施策評価員による評価

・ＤＸの進展でニーズは大きく変化している。選書やサービスが利用者の意向を客観的に反映できているか、サー
ビスや運営のあり方を検討すべきではないか。
・図書館利用者との双方向のやり取りを重視し、おすすめ本のポップ作成など、愛着が芽生える工夫を検討しては
どうか。
・読みたい本がないといった不満データから選書改善へ繋げた対応はエビデンスに基づく好事例である一方、より
多くの市民の利用に向けて図書館の利用者と未利用者の評価の乖離を分析する必要があるのではないか。
・市ＨＰが検索しづらく、電子図書館も見つけにくい。児童については、学校支給のタブレットに推奨図書などの
検索を行いやすいプラットフォームのインストールなど、使いやすさ向上等を求める。
・読書習慣は、教育水準の向上や心の豊かさに直結する。世代間で情報発信を分けるなどの工夫の継続を要望する。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としてはすべて達成できている。

【施策指標】
・「総合文化芸術センターの自主事業における利用者数」については、指標値の70％を目標値としていること
から概ね目標値を達成した。「総合文化芸術センターの主要な施設の来館者見込」については未達成である。

市民満足度の分析

【満足度48.1%】
・年代別では、20歳台が最も高く、56.5％である。最も低いのは、19歳以下で38.5％であった。
・昨年度と比較すると全体では13.8ポイント減少したものの、若者世代（24歳以下）で2.4ポイント増加した。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

※取り組みが２つのためマトリクス分析不可
・文化芸術活動の充実
・総合文化芸術センターを拠点とする文化芸術の振興

生きがいを持って学び続けられる環境
17_03 文化芸術活動の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

48.1％ 10.8％ 41.1％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

27.6％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、文化芸術活動の推進に向けて、市民参加型の公演を実施するなど、魅
力的なコンテンツを一層充実させることで、文化芸術に触れる機会の創出と多くの人々の交流によ
る賑わいづくりに取り組む。
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１．施策の概要
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取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・「１．観るスポーツの環境の充実」、「８．市立小中学校等の施設開放」、「９．野外活動センターの利用
促進及びリニューアル」において一部未達成であるものの、それ以外の取り組みについては、概ね達成できて
いる。

【施策指標】
・「トップスポーツチームとの連携事業の回数」、「参加者満足度（アンケート）」、「eスポーツイベント
参加者のうち満足した人の割合」、「地域スポーツへのコーディネート、コンサルティングに対する満足度」、
「施設開放の年間利用者数」、「淀川河川公園スケートボードパークの整備率」については目標を達成してい
る。
・「各大会等の参加者数」、「スポーツ少年団の登録団員数」、「発掘・育成された指導者や支援者の派遣回
数」、「施設の市内小中学生等の利用者数（日帰り・宿泊）」、「スポーツ施設利用者数」については、未達
成である。

２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

市民満足度の分析

【満足度30.3％】
・年代別では、20歳台が最も高く、60.9％である。最も低いのは、70歳台で23.5％であった。
・昨年度と比較すると全体では、11.6ポイント減少したが、熟年世代（45～64歳）では6.1ポイントの減少にと
どまっている。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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取り組みに紐づかない指標

512



施策の分析

・「３．（２）スポーツイベントの開催（各種スポーツ大会等の開催）」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．観るスポーツの環境の充実」、「８．市立小中学校等の施設開放」は関心・期待度・ニーズは高いが、取組満足度は平均的である。
・「６．地域・競技スポーツのコンサルティング」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「２．トップスポーツチームと連携した観る・するスポーツの推進」、「３．（１）スポーツイベントの開催（トップアスリートとふれあう機会
の提供）」は関心・期待度・ニーズは平均的であるが、取組満足度は高い。
・「７．スポーツサポーターズバンク事業補助」、「９．野外活動センターの利用促進及びリニューアル」は関心・期待度・ニーズは平均的だが、
取組満足度は低い。
・「３．（３）スポーツイベントの開催（スポーツ少年団の活動支援）」、「４．スケートボードパークの整備」、「５．ｅスポーツを活用した事
業の展開」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

気軽にスポーツ活動ができる環境
17_04 スポーツ活動の推進

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

30.3％ 18.4％ 51.2％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

36.0％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『生きが
いを持って学
び続けられる
環境』に紐づ
く全取り組み
⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 17_04 ス
ポーツ活動の
推進』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性として、年齢や障害の有無に関係なく、誰もが気軽に参加できる、スポーツを
楽しむ機会を創出していく。
・関心・期待度・ニーズが高いスポーツイベントの開催については、誰もが気軽に参加できる機会
の創出を図っていく。また、スケートボードパークについては淀川河川公園枚方地区に整備を行っ
ており、令和９年４月の供用開始を目指す。
・野外活動センターは、優先課題の検討を進め、今後の方針をまとめていく。
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